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【方法１０】 「端数」に着目して 

社長のキャッシュを最大化する！ 
 

 

「１円」の違いが１０７,４８４円の手取りの“差”を生む！ 

これは「社会保険料」の削減の基本の「き」です。社長の役員報酬は「税」や「社会保険」のことを深く考

えず、フィーリングで決めているケースが多々あります。例えば、「これくらい貰っておくか・・・」といった感

じです。その証拠に、かなりの社長が１００万円とか１５０万円とかキリの良い役員報酬額になっています。 

 

ところが、たった「１円」の違いから１０７,４８４円もの手取りの差を生むとしたら、しかも、役員報酬が「１円」

多くて逆に“損”するとしたら、どうでしょう。フィーリングでは決められないと分かるはずです。 

 

では、なぜそのような事態になるのか？ 

そのカラクリは「健康保険・厚生年金保険の保険料額表」にあります。「社会保険料」の算出方法は「税

金」と違って役員報酬×税率という計算方法ではありません。報酬等級で保険料が決定します。 

 

 

その結果、次のような“逆転現象”が起きてしまうのです。すなわち、１円多く払ったばかりに手取りが減

るということです。１円は極端な話ですが、この事実を知らずに、実際問題として社長の役員報酬では数

千円程度の違いで同じような“逆転現象”が起きているケースが多々あるわけです。次をご覧ください。 

 

【役員報酬１円の違いによる社会保険料の違い】 
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役員報酬 月 604,999 円 年 7,259,988 円 月 605,000 円 年 7,260,000 円 

保険料負担 社長 会社 社長 会社 

健康保険 月 34,102 円 月 34,102 円 月 35,836 円 月 35,836 円 

厚生年金 月 53,985 円 月 53,985 円 月 56,730 円 月 56,730 円 

保険料計 月 88,087 円 月 88,087 円 月 92,566 円 月 92,566 円 

小計 社長 ＋ 会社 ＝ 月 176,174円…① 社長 ＋ 会社 ＝ 月 185,132円…② 

計（年） 社長 ＋ 会社 ＝ 年 2,114,088円…③ 社長 ＋ 会社 ＝ 年 2,221,584円…④ 

差額 ② － ① ＝ 月 8,958円 

計（年） ④ － ③ ＝ 年 107,496円 

 

役員報酬 月 954,999 円 年 11,459,988 円 月 955,000 円 年 11,460,000 円 

保険料負担 社長 会社 社長 会社 

健康保険 月 53,754 円 月 53,754円 月 56,644 円 月 56,644 円 

厚生年金 月 56,730 円 月 56,730 円 月 56,730 円 月 56,730 円 

保険料計 月 110,484円 月 110,484円 月 113,374円 月 113,374円 

小計 社長 ＋ 会社 ＝ 月 220,968円…① 社長 ＋ 会社 ＝ 月 226,748円…② 

計（年） 社長 ＋ 会社 ＝ 年 2,651,616円…③ 社長 ＋ 会社 ＝ 年 2,720,976円…④ 

差額 ② － ① ＝ 月 5,780 円 

計（年） ④ － ③ ＝ 年 69,360 円 

 

役員報酬 月 1,174,999 円 年 14,099,988 円 月 1,175,000 円 年 14,100,000 円 

保険料負担 社長 会社 社長 会社 

健康保険 月 66,470円 月 66,470円 月 69,938 円 月 69,938 円 

厚生年金 月 56,730 円 月 56,730 円 月 56,730 円 月 56,730 円 

保険料計 月 123,200円 月 123,200円 月 126,668円 月 126,668円 

小計 社長 ＋ 会社 ＝ 月 246,400円…① 社長 ＋ 会社 ＝ 月 253,336円…② 

計（年） 社長 ＋ 会社 ＝ 年 2,956,800円…③ 社長 ＋ 会社 ＝ 年 3,040,032円…④ 

差額 ② － ① ＝ 月 6,936円 

計（年） ④ － ③ ＝ 年 83,232円 

 

オーナー社長の場合は「会社負担分」も自分で負担しているようなものです。そう考えると、です。例え

ば、役員報酬６４９,９９９円と６５０,０００円とでは実に年間１０７,４８４円（１０７,４９６円－１２円）も手元に残る

キャッシュの額が変わってくるのです。こんなことになればバカみたいですよね。 

 

■ 手取りを最大化するには役員報酬を「右端」に揃える！ 

結論から言います。「社会保険料」の観点から社長の手取りを最大化するためには、まず役員報酬の

等級１つ落として「右端」に揃えた方が良いでしょう。例えば今、役員報酬が月額１２０万円だったとます。
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ならば、１等級下げて１,１７４,９９９円にするわけです。（端数が気になるなら切り捨てすればいいでしょう） 

 

 

 

率直にいって、月額１２０万円にしている明確な根拠はないわけですから、額面を２５,００１円下げたとこ

ろで何か不都合が生じることもないでしょう。社長の額面は年間３００,０１２円減りますが、社長と会社で考

えたらツーペイです。しかし、社会保険料は年８３,２３２円変わってくるのです。 
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【手取り最大化コンサルティング】 

 事前診断受付中！ 

 

 

あなたの場合はいくら手取りが増えるのか？  

 

最後までレポートをお読みいただきまして、ありがとうございました。オーナー社長であれば誰もが手元

に残るキャッシュを増やしたいと考えているのではないでしょうか。なぜなら、会社に何かあったとき最終

的に頼りになるのは“社長個人の財産”だからです。 

 

通常、社長の「手取り」を増やすには報酬を上げるしかありません。しかし、報酬を上げれば、そこには

「税金」と「社会保険料」の高額な負担が待っています。国は「給与所得控除」の縮小などで個人課税を強

化していますし、社会保険料も３１.５％（労使合計）の負担割合になります。ゆえに、今後ますます「稼い

でもお金が残らない・・・」という状況が続きます。 

 

そこで、どうするか？ 

ぜひこのレポートに書かれた方法を検討してみてください。このレポートはまさに「稼いでもお金が残ら

ない・・・」という社長のために、私どものコンサルティング手法の一部を公開したものです。私どもは「税

金」と「社会保険」のプロとして、あなたの手取りを最大化するお手伝いをしたいと考えています。 

 

その第一歩として、まずは完全無料で「あなたの場合はいくら手取りが増えるのか？」を事前診断させ

ていただけないでしょうか。診断結果はレポート形式で分かりやすく作成された私どもオリジナルの【社長

の手取り最大化シミュレーション】でお知らせします。論より証拠です。実際、私どものコンサルティングで

「手取りがどう増えるのか？」を【社長の手取り最大化シミュレーション】で見ていただきましょう。 

 

 

無料 
完全 
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これは、役員報酬９００ 万円の社長のケースです。ご覧のとおり、【対策前】と【対策後】とでは社長の手

取りは「年額１,７０５,７１０円」アップしています。５年間でみると「累計８,５２８,５４８円」です。一方、会社に

しても法人負担分が「年間３０１,６０２円」減少しています。５年間でみると「累計１,５０８,００８円」です。すな

わち、社長、会社ともに手元に残るキャッシュは増えているわけです。その額は「年額２,００７,３１１円」、５

年間でみると「累計１０,０３６,５５６円」にもなります。 

 

いかがでしょうか？ 

このケースと同じように、あなたの手取りも“年間百万単位”で増やせるかもしれません。ただし、手取り

増加効果（増加額）は人によって異なります。現在の報酬金額やその他の条件によって手取り増加効果

は大きく変わってくるからです。従いまして、「あなたの場合はいくら手取りが増えるのか？」をご報告させ

ていただくために、まずは事前診断をご利用いただきたいのです。 

 

その結果をもとに、私どもコンサルティングを導入するかをご検討ください。私どものコンサルティングに

は初期費用は一切かかりません。報酬については実際にあなたが私どものコンサルティングを導入いた

だき、その効果を検証していただいた場合のみ発生します。それ以外の費用（事前診断費、資料作成

費、交通費など）は何もかも不要です。 

 

【手元キャッシュ最大化コンサルティング｜導入までの流れ】 
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私どもの目的はあなたと会社の手元に残るキャッシュを最大化することです。そのお手伝いをすること

で報酬をいただいております。従って、事前診断の結果、「効果が期待できない」と分かれば、大変申し

訳ないのですが、逆に今回のご提案はなかったことにさせてください。あなたにとって「大きな効果が期待

できる」場合に限り、ご提案させていただきます。 

 

■ 私どもからご提案はいたってシンプルです！ 

私どもからのご提案はシンプルです。私どもでは書面上の手続きだけで、社長と会社の手元に残るキャ

ッシュを最大化するコンサルティングをご案内しております。うまくすれば百万単位で手元キャッシュを増

やせるかもしれません。以下の「ヒアリングシート」で事前診断できるのですが、いかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしあなたの答えが「興味アリ」であれば、今すぐ同封の「ヒアリングシート」をご返送ください。あなたに

デメリットもリスクもなし、あるのはコンサル実行後に増える“キャッシュ”だけです。しかも、そのメリットを享

受するために必要なのは、たったひと言、あなたが「と・り・あ・え・ず」とおっしゃって、、、 

 

《 同封の「ヒアリングシート」を私どもにＦＡＸしていただくことです 》 

 

ぜひあなたも手元に残るキャッシュを最大化されて、有効な事業活動やプライベートにお役立てくださ

い。あなたから「ヒアリングシート」が届くのを、こころよりお待ちしております。 

 

 

（ここまで完全無料です） 

 

社長の手取り最大化 

シミュレーションお申込み 

「ヒアリングシート」をご記入 

のうえ FAX にてご返信 

社長の手取り増加額及び 

導入効果をご報告 

「経済効果アリ」との判断 

なら詳細説明の訪問 

シミュレーション 手元キャッシュ最大化 

コンサルのご提案 の結果報告 
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